
都道府県 A県  
区域  全域   

3．施設・居住系サービス（中重度用）需要の見通し   

（3）施設・居住系サービス（主に中重度用）需要の見通し   

参考ケース：現行なみのニーズを全て満たしたケース（最大推計）  

要介護（支援）認定者数に対する施設・居住系サービス（主に中重度用）が  
必要と考えられる割合（仮定値）を入力して、需要量を推計するシートです。  

○ 需要の仮定    平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  

（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

早 
婁－  
要支援2  
姜介護1  

要介撃2  
要介護8  
妾介護4  
介護5  

単独世帯 計   
要支援1   0．6％  

要支援2   4．2％  

要介護1   18．3％  
要介護2     26．9％   
要介護3  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％   
要介護4  53．3％  59．2％  65．2％  65．2％  85．2％  65，2％  65．2％   

要介護5  54．9％  60．9％  66．8％  66．8％  66．8％  66．8％  66．8％   
夫婦のみ世帯 計   

要支援1   0．6％  

要支援2   4．2％  
要介護1   18．3％  
要介護2     26．9％   
要介護3  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％   
要介護4  53．3％  59．2％  65．2％  65．2％  65．2％  65．2％  65．2％   
要介護5  54．9％  60．9％  66．8％  66．8％  66．8％  66．8％  66．8％   

その他世帯計   
要支援1   0．6％  

要支援2   4．2％  

要介護1   18．3％  
要介護2     26．9％   
要介護3  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％  40．3％   
要介護4  53．3％  59．2％  65．2％  65．2％  65．2％  65．2％  65．2％   

要介護5  54．9％  60．9％  66．8％  66．8％  66．8％  66．8％  66．8％  

（注）概ね現行の需要の程度が継続するケース（療養病床の見直しに係る需要の増加等も織り込む）。  
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都道府県 A県  
区域  全域   

4．高齢者の見守り及び住まいの在り方  

○ 見守りを要する世帯の見通し   

ケースⅠ：地域ケアが相当程度進んだケースで新井  

※高齢者の  5％が特定高齢者と仮定  

：暮ケース王地域ケアが相当程度進むケースにおける）見守りが必要な世帯数を姓計するシートです。  
：■単独世帯及び夫婦のみ世帯を対射こ、虚弱・要介護（支援）認定者のいる世帯数から、ケースlの施設・居住条サービス（主に中重度  
：用）喪章の見通しを経験して計算しています（自動計算）。詳しくは、注を参照してください。  
：■虚弱を計害するための特定高齢者の割合の入力値（初期値は5％）を確認して、必要があれば修正してください。  

虚弱・要介護（支援   ）等認定世  帯数     施設・居  住系サービス（中重度用）需妾の見通し       見守りが必要な世帯数  
平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47   平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  
（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

合計  計   158  182  214  233  243  251  254   23   28  30   田  
（単独＋ 虚弱  57  64  72  75  73  69  5了  75   73   71   69  

夫婦のみ）要支援1  18  21  25  27  29   30  30   0  0  0  0   0   0  0  18   21   25   27   29   30   30   

要支援2   22   30   36   40   43   45   46  0  0  0   0   0  0  21   30   36   40   43   45   46   

14   16   18   20   21   21   3  3  0  0   0  0  0  16   18   20   21   

19   21   23   24   25  4  4  0  0  0  0  0  10  21   23   24   25   

要介護1  14  16   18   19   20   22  4  2  2   9   13   18   19   

要介護4   10   14   16   18   19   20   8  14   14   14   14   4  5   6   

要介護5   15   18   20   22  6  14   15   15  5   4  5   7   

単独世帯   計   50   60   72   81   89   94   96   9   14   14   14  41   48   60   68  75  80  82  

虚弱  10  14  16  16  16  10  12  14  16 17  】6  16  

要支援1  10  12  0  0  0  0   0  0  0  8  10  12   13   

要支援2  9  15   柑   19   20  0  0  0  0  0  0  0  8  12   15   18   19   20   

要介護1  6  6  8  9  9  0  0  0  0  0  5  8  9   9   

要介護2  5  6  B  】0  10  0  0  0  0  0  4  4  8  10  10  

要介護3  4  6  8  9  2  2  4  5  8  8   

要介護4  4  6  8  2  5  6  6  6  6  2  2  2  3   

要介護5  4   6  8   8  9  10  2  4  6  6  2  2  2   3   

夫婦のみ世帯  計   108  122  142  152  154  157  158   14  17  18  18  18  94  106  124  134  136  140  141   

虚弱   47   52   58   59   56   55   53  47   52   58   59   56   55   53   

要支援1   15   16   0  0  0  0  0  0  0  16   17   

要支援2   18   21   23   25   26   26  0  0  0  0  0  0  13   18   21   23   25   26   26   

要介護1  9  8  10  12  12  2  2  0  0  0  0  0  10  12  t2  

要介護2  9  13   14  15  2  3  0  0  0  0  0  13  14  15   

要介護3  8  9  12  2  2  2  4  5  8  9  10  

要介護4  6  8  9  10   3  8  8  8  8  8  3  2  2  3  

要介害毒5  6  9   10   12  4   5  8  9  9  8   8  2  2   2   3   4   

25  

柁   1年   2   

（注り地域における高齢者の見守りや住まいの在り方を検討するため、その基礎として、何らかの形で「見守り」が必要な世帯の数を推計する。  
（注2）虚弱（特定高齢者）及び要介護（支援）認定者をのうち、施設・居住系サービス（中重度着用）を利用している者、その他世帯（単独世帯でも夫婦のみ世帯でもない世帯）に属している者、   
以外の者を「見守り」が必要な世帯と仮定している。  

（注3）例えば夫婦のみ世帯において夫婦ともに要介護（支援）認定を受けているケースもあると考えられるが、データの制約等を考えて、ここでは、虚弱・要介護（支援）認定者は、各世帯   
にひとりのみ生じるものと仮定している。（その意味では大きめ（安全サイド）の推計。）  

（注4）例えば高齢夫婦とその親というように、その他世帯の中にも、夫婦のみ世帯と同等の配慮を要する世帯があると考えられるが、データの制約等を考えて、ここではその他世帯では   
家庭内において、一定の見守り機能が確保されているものと仮定している。（その意味では小さめの推計。）  
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都道府県 A県  
区域  全域   

4．高齢者の見守り及び住まいの在り方  

0 見守りを要する世帯の見通し   

ケースⅡ：地域ケアがある程度進んだケース  

※高齢者の  5％が特定高齢者と仮定  

：■ケース∬（地域ケアが相当程度進むケースにおける）見守りが必要な世帯数を推計するシートです。  
：暮単独世帯及び夫婦のみ世帯を対象に、虚弱・要介護（支援）認定者のいる世帯数から、ケース‡の施設・居住系サービス（主に中重度  
：用）需要の見通しを控除して計算しています（自動計算）。詳しくは、注を参照してください。  
：■虚弱を計算するための特定高齢者の割合の入力値（初期値は鍋〉を確認して、必要があれば修正してください。  

・ 援   ）等認定世  帯数  施設・居  任系サービス（中重度用）需要の見通し       見守りが必要な世帯数  
平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  
（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

合計  計   158  182  214  233  243  251  254   23   28  30  33   34  35  37  
（単虫＋   虚弱   57   64   72   75   73   69  57   64   75   73   69   
夫婦のみ） 要支援1   18   21   25   29   30   30   0  0  0  0  0  0  0  18   21   25   27   30   30   

要支援2   22   30   36   40   43   45   46  0  0  0  0  0  0  21   30   36   40   43   46   
14   16   18   20   21   21  3  0  0  0  0  0  12   16   18   20   21   21   

要介護2   
要介護1   

14  16   19   2l   23   24   25  4  4  0  0  0  0  0  10  21   23   24   25   
要介護3   16   18   19   20   22  4  3  3   9  

要介護4   10   14   16   18   19   20  8  14  15  16  3   2   3   4   

要介護5   15   18   19   20   6   9   14   15   16   5   2   3   4   4   

単独世帯   計   50   60   72   89   94   96   9  12  14  15  15  16  41   48   60   67   了4   78   80   
．弱   10   12   14   16   †6   16  10   12   川   16   16   16   

要支援1   7  8  10   12   13   13  0  0  0  0  0  0  0  8  10   12   13   13   

要支援2  12  15  17  18  19  20  0  0  0  0  0  0  0  8  12  17  18  19  20   
要介書1  6  8  8  0  0  0  0  0  5  8  9  

要介護2  5  8  9  10  tO  0  0  0  0  0  4  4  8  9  10  10  
要介護3   4  6  8  2  4  5  6  8   

要介護4  4  6  8  8  9  2  6  6  2   

要介護5  4   6   8  8   9   10   2  4   8  2  

夫婦のみ世帯  計   108  122  142  152  154  157  158   14  19  19  20  20  94  106  124  133  135  138  138   
，弱   47   52   58   59   56   55   53  47   52   58   59   56   55   53   

要支援1   15   16   0  0  0  0  0  0  0  16   l了   

要支援2   13   18   21   23   25   26   26  0   0  0  0  0  0  18   23   26   26   
要介護1   9  8  10   12   12   2  0  0  0  0  0  10   12   12   
要介護2  9  13   14   15  2  3  0  0  0  0  0  6  13  14   15   
要 号 3  8  9  12   1Z  3  2  2  2  2  2  4  5  9  10  10   
要介護4  6  8  10   3  8  8  9  g  9  2  2   

要介護5   6   9   10   12   4   8   9   9   9  10  3   2   2  2   

その他世帯 計 
辛支援1   ＝   18   20  23  25  27   8  8   l  ○   ○  ○   ○  18   絹  却  25   2丁  

妻支撞2   23   29   訊  39  粛  哺  ○  l  ¢  l  ○  29  糾  13  購  
川   16   18   鱒  21  23 ユ  2  ○  8  l  ○  ○  IZ  l¢   18  20  2l   23   
1丁  20  23   如  4  ○  ¢  8  ○  23  25  27  知   

碁介鼓1  15                               手介欄ほ  18  川   17   l象  封   お  5   ‘  き  さ  さ  き  16  18   20  畳   
7  丁  8   8   9  さ  ¢  丁  

ほ 8   【  20 jさ  
ン8  柑   椅   

蔓介難ヰ   13   
1l   柑   ㌘  
†5   書5  さ  8  l   lO  も  9  m   12   14   

†「見守り」を要    る看の推  計においては、「その他世帯」は計算     に含めなし  ヽが、一応計算をしておく。   

（注り地域における高齢者の見守りや住まいの在り方を検討するため、その基礎として、何らかの形で「見守り」が必要な世帯の数を推計する。  
（注2）虚弱（特定高齢者）及び要介護（支援）認定者をのうち、施設・居住系サービス（中重度着用）を利用している者、その他世帯（単独世帯でも夫婦のみ世帯でもない世帯）に属してしヽる者、  
以外の看を「見守り」が必要な世帯と仮定している。  

（注3）例えば夫婦のみ世帯において夫婦ともに要介護（支援）認定を受けているケースもあると考えられるが、データの制約等を考えて、ここでは、虚弱・要介護（支援）認定者は、各世帯  
にひとりのみ生じるものと仮定している。（その意味では大きめ（安全サイド）の推計。）  

（注4）例えば高齢夫婦とその親というように、その他世帯の中にも、夫婦のみ世帯と同等の配慮を要する世帯があると考えられるが、データの制約等を考えて、ここではその他世帯では   
家庭内において、一定の見守り機能が確保されているものと仮定している。（その意味では小さめの推計。）  
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都道府県 A県  
区域  全域   

4．高齢者の見守り及び住まいの在り方  

○ 見守りを要する世帯の見通し   

ケースⅡ：中重度化へのシフトが進んだケース  
（中重度者の地域ケアはあまり進まないケース）  
※高齢者の  5％が特定高齢者と仮定  

：■ケース堰（地域ケアが相当程度進むケースにおける）見守りが必要な世帯数を推計するシー 
′ 

：用）需要の見通しを控験して計算しています（自動計算）。詳しくは、注を参照してください。  
：■虚弱を計算するための特定高齢者の割合の入力値（初期値は5‰）を確認して、あ要があれば修正してください。  

l崇     ）等認定世  帯教  ・ 居  住糸サービス（中重度用）需姜の見通し  見守りが必貴な世帯数  
平成17   平成22   平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  
（2005  ヨ  （2010）   （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

合計  計   158   182   214  233  243  251  254   23   28   30   34   37  39   42  
（単独＋ 虚弱  57  64  72  75  73  69  64  72   75   73   69  

夫婦のみ）要支援1  25  29   30  30   0  0   0   0  0  0  0  18  21   25   27   29   30   30   

要支援2   22  30  36   40   43   45   46  0   0   0  0  0  0  21   30   36   40   43   45   46   

要介護1  16   18   20   3  3   0   0  0  0  0  12   柑   20   21   21   

要介護2  19   21   23   24   25  4  4   0   0  0  0  0  10   19   21   23   24   25   

要介護3  16   18   19   20   22  4  3   4  4  4  4  9   14  16  

要介護4  14   16   18   20  8  13   16  18   3  2  2  2   

専介護5  3   18   19   20   22  6  9  14   18   20  3  2  2   2  2   2   

単独世帯   計   50  60  72   81   89   94   96   9  12   14   16  19  41   48   60  67  76  78  

虚弱  10  12  14  16  16  16  10  12  4  16   16  16  

要支援1  10  12  13  0  0   0   0  0  0  0  8   10   12   13   13   

要支援2   12  15   柑   20  0  0   0  0  0  0  0  8  12   15  19  20  

要介護1  6  6  8  9  0  0  0  0  0  5  8  9  9  

要介護2  8  9  10  10  2  0  0  0  0  0  4  4  9  10  10  

要介護3  4  6  8  9  9  2  2  2  2  3  4  6  

要介護4  4  5  6  8  8  3  5  6  8  2  

要介護5   4  5  6  8   9  10  2   4   6   9  2  

夫婦のみ世帯  計   108   122   142  152  154  157  158   14   20   21  22   23  94  

虚弱  47  52  58  59  56  53  47   52   59   55  53  

要支援1  13  15  16  0  0  0  0  0  0  0  16   17   

要支援2   13  18  21   23   25   26   26  0  0  0  0  0  0  13  18  23   26   26   

要介護1   g  10   12   2  2  0  0  0  0  0  7  10   12   12   

要介護2   9  13   13   14   15  2  3  0  0  0  0  0  6  13   14  15   

要介護3  8  9  12  3  2  2  2  2  2  4  8  8  9  10  

要介護4   6  9   10  3  5  8  9  10  2  

要介護5  6  9   10   12  4  5  8  9  10  10   3  2   

その他世帯計  
・＝二こ   

】8  20  25  ○  0  0  ¢  ○  8  柑  18  25  27  之8  

妻支撫1  支援2   23    28    凱   
17  

39   43   ○  ○  ○  ○  乏2   20   43  亜  50   

ll  叩   却  ユ  乏  ¢  や  l  0  l琴  18  加  23  

暮介離1   15  17  2¢  鍔  25  0  ○  q  ほ  那   25   2－  30   

葉介隷8   1ヰ  1l   わ   坤  封   鱒  李  4  4  李   5  ○  ほ  l了  18  21  
羊弁難ヰ  13  岬  牒  7  寺  8  9  8  8  7  8  9  10  13  

二J・1  11  ほ  由   t  8  ○  10  1†   ほ   8   7   9  1¢   12   1ヰ   

†「見守り」を婁      る看の推  青十においては、lその他世帯    」は計算  こ含めな  いが、一応計算をしておく。   

（注1）地域における高齢者の見守りや住まいの在り方を検討するため、その基礎として、何らかの形で「見守り」が必要な世帯の数を推計する。  
（注2）虚弱（特定高齢者）及び要介護（支援）認定者をのうち、施設・居住系サービス（中重度着用）を利用している者、その他世帯（単独世帯でも夫婦のみ世帯でもない世帯）に属している者、  
以外の者を「見守り」が必要な世帯と仮定している。  

（注3）例えば夫婦のみ世帯において夫婦ともに要介護（支援）認定を受けているケースもあると考えられるが、データの制約等を考えて、ここでは、虚弱・要介護（支援）認定者は、各世帯   
にひとりのみ生じるものと仮定している。（その意味では大きめ（安全サイド）の推計。）  

（注4）例えば高齢夫婦とその親というように、その他世帯の中にも、夫婦のみ世帯と同等の配慮を要する世帯があると考えられるが、データの制約等を考えて、ここではその他世帯では   
家庭内において、一定の見守り機能が確保されているものと仮定している。（その意味では小さめの推計。）  
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都道府県 A県  
区域  全域   

4．高齢者の見守り及び住まいの在り方  

－○ 見守りを要する世帯の見通し   

参考ケース：現行なみのニーズを全て満たしたケース  

※高齢者の  5％が特定高齢者と仮定  

：■参考ケース（地域ケアが相当程度進むケースにおける）見守りが必要な世帯数を推計するシートです。  
ご■単独世弄及び夫婦のみ世帯を対革に、虚寮・要介護（支援）認定者のいる世帯数から、参考ケースの施設・居住系サービスはに中書  
：度用チ誓書の見違しを経験して計算しています（自動計算）。詳しくは、注を参照してください。  
：■虚弱を計算するための特定高齢者の割合の入力値（初期隠は5払）を確認して、必要があれば修正してください。  

虚弱・妾介護（支援   ）等認定世  帯教     施設・居  任糸サービス（中重度用）需要の見通し       見守りが必要な世帯数  
平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成1了  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  
（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

合計  計   158  182  214  233  243  251  254   23  27  3l  35  38  40  43  
（単独＋   虚弱   57   64   72   了5   73   69  64   72   73   69   
夫婦のみ） 要支援1   18   25   27   29   30   30  0  0  0  0  0  0  0  18   25   2了   29   30   30   

要支援2   22   30   36   40   43   45   46  0  0  0  0  0  0  21   30   36   40   43   45   46   
要介護1   14   14   16   18   20   3  0  0  0  0  0  12   16   柑   20   21   
要介護2   14   16   19   21   23   24   25  4  4  6  10   14   16   17   18   19   
要介護3   13   16   柑   20   22  6  8  8  9   8  9  12  13   
要介護4   10   12   14   柑   18   19   20  5  9  12   13  5  5  6  6  7  

要介護5   13   15   18   19   20   22  6  8  10  12   13   14   5  5  6   6  7   

単独世帯   計   50   60   72   81   94   96   9   15  16   18  19  41   49   59   6了   了6   77   
，弱   10   12   14   16   16   16   10   14   16   16   16   

要支援1   8  10   12   13   13  0  0  0  0  0  0  0  8  10   12   13   13   
要支援2  9  12  15  18  19  20  0  0  0  0  0  0  0  8  12  柑  19   20   
要介護1  6  6  8  8  9  9  0  0  0  0  0  5  5  9   

要介護2   6  8  10   10  2  2  3  4  4  6  6  8   8   

要介護3  4  5  6  7  8  9  9  2  2  3  3  3  4  3  4  4  5  5   6   

要介護4  4  6  8  9  2  4  4  5  6  2  2  2  3   3   

要介護5  4  6   8  8  10  2   4  6   6  2  2  2   3   3   

夫婦のみ世帯  計   108  122  142  152  154  157  158   14  21   22  23  24  94  107  124  132  132  135  134   
虚   47   52   58   59   56   55   53  47   52   58   59   56   55   53   
要支援1   15   16   17  0  0  0  0  0  0  0  13   15   16   
要支援2   18   21   23   25   26   26  0   0  0  0  0  0  21   23   25   26   26   
要介護1   9   8   10   12   12   2   2   0   0   0   0  0  7   10   12   12   
要介護2   9   9   13   13   14   15   2   3   4   4  4  6   8   10   10   
要介護3   8  9  12   12   4  4  4  5  5  4  5  6  6  7  

要介護4  6  8  9  10   3  4  5  6  3  4  4   

要介護5  6  9   10   12  4   4  6  8  8  3  3  3  3   4  4   4   

その他世帯  
粁   虚弱   

18   20  符  捗  由   ○  ¢   l  ○   16   1さ   裡  貴  2S  27   28   
手支援1   】7  29   封  顎  覇  せ   l  ○  ○  蜃  如   凋  超   16   釦   

は   望1  

鱒  
3   ○   ¢  ○  ○  l竜  j紛  2l   23   

暮介慎1   柑  1丁   5   痘  了  7  t空  12  ‡ヰ  1ぢ   
暮介護さ   ll   11  け   Zl   き  ＄  さ  ○  lO  綾   18  ‡¢  
事介護4   1き   川   18   18  】紛  、2碧  丁  lO  12  6  

寧  
葛   ナ  8  

電   重介護ら   川   1亭   20  之3  8   ○   ＄   ？   8  さ   8   

†l見守り」を要    る者の推  計においては、rその他世帯    」は計算  に含めなし  1が、一応計算をしておく。   

（注り地域における高齢者の見守りや住まいの在り方を検討するため、その基礎として、何らかの形で「見守り」が必要な世帯の数を推計する。  
（注2）虚弱（特定高齢者）及び要介護（支援）認定者をのうち、施設・居住系サービス（中重度着用）を利用している者、その他世帯（単独世帯でも夫婦のみ世帯でもない世帯）に属している者、   
以外の者を「見守り」が必要な世帯と仮定している。  

（注3）例えば夫婦のみ世帯において夫婦ともに要介護（支援）認定を受けているケースもあると考えられるが、データの制約等を考えて、ここでは、虚弱・要介護（支援）認定者は、各世帯  
にひとりのみ生じるものと仮定している。（その意味では大きめ（安全サイド）の推計。）  

（注4）例えば高齢夫婦とその親というように、その他世帯の中にも、夫婦のみ世帯と同等の配慮を要する世帯があると考えられるが、データの制約等を考えて、ここではその他世帯では   
家庭内において、一定の見守り機能が確保されているものと仮定している。（その意味では小さめの推計。）  
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都道府県 A県   
区域   全域   

・5，「在宅医療」の在り方  

ケースⅠ地域ケアが相当程度進んだケースで計算  

（1）介護保険の居宅サービスの中の在宅医療的なもの  

【■介護保険や医療保検のうち「在宅医療上の利用者数を推計し吉す 
：■（1〉のシートに並行して作成号る短期ワークシートから発生率を入力してくださいe  

■■r2）のシートには医療保挨の 医科，左宅医療の人口に対する発生件数を人力します。初期磋は全良計の数等が入力されてい草すが、幾日データがあれば要務してください。  

（3）まとめ  

トE軍医橙」    利用者詔の見通し（千人ノ  

平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成4Z  平成47  
（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   
89  106  130  145  156  164  173   

■∃延べ人数（仰十弦））                ■介 保検のうち在宅医療的ぉもの（rl））  54  64  団  田  1（X）  107  四   
訪問看護   12    18   20  21   
訪問リハビリテーション   2   2   2   3   3   3   

適所リハビリテーション   36  45  56  63   68  73   77   
短期入所療養介護   3  4  5  6  6  

2   3  4   E  
■医療保険のうち在宅医療的なもの（②）   35  41  48  53  56  58  60   
在宅医療（医科）   35  l  48  53   56  58   60   

利用者    ∃駁の見通し（千人）  

平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  
（2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

訪問看護   計   匹  16  柑  20  21  匝   
0．研i  0．0ヽ  0．0＼  0，0％  0．0％  0．0％  0．0％                要支援1         0   0   0   0  
要支援2  11．9ち  11．9％  11．9％  ＝1汎  11．9％  11．9％  11．9  9   

要介護1  23．8％  23．耶l  23．8％  23．鍋  23．8％  23．8％  23．8′   5    9    10  
要介護2  0．0％  0．0，l  00＼  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0  0  0  0  0  0  0   
要介護3  0．0％  00ヽ  00＼  0．0％  0．0％  0．0％  0．0   0  0  0  0  0  0  0   
要介護4  00＼  0＋0＼  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0′  0  0  0  0  0  0  0   
要介護5  0．0＼  0．0＼  0．0％  0．0％  0．0％  00＼  0．0   0  0  0  0  0  0  0   

訪問リハ  計   2  

00＼  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0   0000000 
要支援2  1．5％  1．5％  1．5％  1．5％  t 5ヽ  15＼  1．5   
要介護1  3．2％  3．2％  3．2†i  3．2％  3．2％  3、2％  3．2   
要介護2  0．0％  0．0％  00ヽ  0．0％  00＼  0．0％  0．0′  0   

要介護3  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．Or   0  0  0  0  0  0  0   
要介護4  0．0％  0．0％  0．0ヽ  00％  0．0％  0．0も  0．0％  0  
要介護5  0．0％  00＼  00＼  0．0％  00＼  0．0％  0．0  0   

適所リハ   計   36  45  56    68    77   
0．0％  0．0＼  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0  0  0  8  0  0  0  0   

要支援2  56．6％  56，朗i  56．6％  56．鍋  56．鍋  56．6％  56．6  24  33  40  45  49    55   
要介護1  50．5，i  50．5％  50．5％  50．5％  50．5％  50．5％  50，5％      16  18  20  
要介護2  00＼  00＼  0．0～  0．0％  0．0％  00＼  0．0′   0  0  0  0  0  0  0   
要介護3  0＋0＼  0．D％  0．0％  0．0％  0．0％  0．8％  0．0   0  

要介護4  00ヽ  0．0％  0．0†i  0．0％  0．0†i  0．0％  0．0  0  

要介護5  00ヽ  0．0％  0．0％  00＼  0．鍋  0．0％  0，0  0   

短期入所   計   3  4    5    6  
0．0％  0．OIi  0．0＼  00＼  0．0％  0．0も  0．0  0  0  

要支援2  3．1％  3．1％  3，代  3．1？i  3．1％  3．1％  3．1   2   

要介護1  7 7ヽ  7．7≠  7．7％  7．7％  7．7％  7，7％  7．7   2    2        3   
要介護2  0．0％  0．Ol  0．0％  0．0ち  0．0％  0．0％  0．0％  0  0  0  0  0  0  0   
要介護3  0．0％  0．0～  0．0％  0．0％  00％  0．0％  0．0ノ   0  0  0  0  0  0  0   
要介護4  00＼  0．0％  0．0％  00＼  00ヽ  0．0％  0，0％  0  0  0  0  0  0  0   
要介護5  0．0†i  0．0＼  0．0％  0．0％  0．0％  0，0％  0．0．   0  0  0  0  0    0   

居宅療養   計  2  

管理指導 要支援1・2  0  

要介護1－5  2   

（注1）（1）に入力する短期ワークシートの発生率は居宅サービス利用者軌こ対する率であるが、  
ここでは、要介護（支援）認定者敷から施設・居住系サービス利用者数を控除した、居宅   
サービス利用対象者数に乗じているので、大きめの数値となっている可能性がある。   
（安全サイド）  

居宅サービス利用者数と居宅サービス利用対象者数が大きく奉離している場合には。   
発生率を少し小さめに♯正する等の検討が必要となる。   

（注2）医療保険については、医科の在宅医療の発生率を初期値として入力している。   
基礎データは、平成17年の社会医療診療行為別調査（厚生労働省）の特別集計及び同年の  
国勢調査から作成したもの。  

これ以外に、訪隈看護のうち前月以前の指示に基づき行われるもの等があり得る。地   
域の実情に応じて基礎数億を置き換えたり、修正することも考えられる。   

（注3）まとめにおける、r互ぃ卜乏′、（壬jの合計欄は、各サービス利用者数を単純に合計したもの。   

実際には、各サービス利用者は相当程度重複していると考えられるので、かなり大きめ  
の数値となっていることに留意が必要。  

（2）医療保険の在宅医療的なもの・・・ここでは医科・在宅医療を推計  
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都道府県 A県  
区域   全域   

5 「在宅医療jの在り方   

ケースⅡ 地域ケアがある程度進んだケース   

（1）介護保険の居宅サービスの中の在宅医療的なもの  

・i介護保険や医療保挨のうち「在宅鑑札の利用者数を推計します－  
■（りのシートに並行して作成する短姻ワークシートから養生亭を入力してください 
。 ■■（2）のシートには医療保険の、医科・在宅医療の人口に対する発生＃徴を入力しますっ初開は全国計の熟睡が入力されていますが、独自データがあれば更新してください0 l＿－＿＿－＿＿＿＿＿＿一－－■－－－－－一一一一－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾  

（3）まとめ  

u   在宅医薇j利用者数の見通し（千人）  
平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  
（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （ZO25）  （2030）  （2035）   

■延べ人数（r1〕＋（Z））   89  106  130  145  156  ● 一  173   

＝ 二批・■   函  田  田  ‾‖‥1匂  20  函   ‾   ■■主    な  54  64  堕  92  100  107  匹                 団   
訪問リハビリテーション   2   

3   

通所リハビリテーション   36  45    63  68  了7   

短期入所療養介護   3  4   5  
6  

匹     匹 ‾‾‾‥欄   田   邑   4   
在宅医療（医科）   35  41  48  53  56  58  60   

（注1）（1）に入力する短期ワークシートの発生率は居宅サービス利用者数に対する率であるが、   
ここでは、要介護（支援）認定者敷から施設・居住系サービス利用者数を控除した、居宅   
サービス利用対象者数に乗じているので、大きめの数値となっている可能性がある。   
（安全サイド）  

居宅サービス利用者数と居宅サービス利用対象者数が大きく車線している場合には。   
発生率を少し小さめに修正する等の検討が必要となる。  

（注2）医療保頗については、医科の在宅医療の発生率を初期値として入力している。   
基礎データは、平成17年の社会医療診療行為別調査腰生労働省）の特別集計及び同年の   
国勢調査から作成したもの。  

これ以外に、訪問看護のうち前月以前の指示に基づき行われるもの等があり得る。地   
域の実情に応じて基礎数値を置き換えたり、修正することも考えられる。  

（注3）まとめにおける、－i廿（呈しri二）の合計欄は、各サービス利用者数を単純に合計したもの8   
実際には、各サービス利用者は相当程度重複していると考えられるので・かなり大きめ  
の数値となっていることに留意が必要。  

（2）医療保険の在宅医療的なもの・‥ここでは医科・在宅医療を推計  

0  

0  

0  1＼  0：用   0．1l  0．1ち  0．1～   0  1＼  0．1  
0．1†i   01＼  0．1％  0．1l       0  

．7％      1．了l  t 7＼   ．7l    7l  
2 2＼   2 2ヽ  2．21  2．2～   2  9  

0＼  30＼   3．0†i  3．Ol  3．Ol    0＼   0  B   
80・－84  9＼  3．9％   3．9％  3．肌  3．9≠     9l  3．9  山  
85・－   6．9㌔   6．9㌔   6．9！も  6一鍋  6．鍋   6 g＼   6．9  9   
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都道府県 A県  
区域   全域   

5 「在宅医療」の在り方   

ケースⅢ．中重度化へのシフトが進んだケース  
（中重度看の地域ケアはあまり進まないケース）  

（1）介護保険の居宅サービスの中の在宅医療的なもの  

■介護保検や蔭漂保険のうち「在宅医療jの利用者数を撞計します。 rう 
■，のシートに並行して作成する短期ワークシートから発生睾を入力してください。  
■（2さのシートには医療保険の、医科・在宅医療の人口に対する発生梓警を入力Lます⊂初期愚は全色計の教卓が入力されていますが、独自データがあれば更熱してください‘  

（3）まとめ  

l在宅医療」    利用者数の見通し（千人）  

平成17  平成22  平成2了  平成32  平成37  平成42  平成4了  
（2005）  （20】0）  （2015）  （2020）  （ZO25）  （2030）  （2035）   

■延べ人数（り）＋（2I）   89  106  130  145  156  164  1了3   
■介護保険のうち在宅医療的なもの（「1、））  54  64  82  田  100  107  112   
・一二＝・   12  16  18  20  21   
訪問リハビリテーション   2   2   2   3   3   

適所リハビリテーション   36  45    63   68    了了   
短期入所療養介護   3  4  5  6  

2   2   
在宅医療（医科）   35  41   48  53  56  58  印   

利用者    敬の見通し（千人）  
平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  平成17  平成22  平成27  平成32  平成37  平成42  平成47  
（2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）  （2005）  （2010）  （2015）  （2020）  （2025）  （2030）  （2035）   

訪問看護   計   16    20  
0．0％  00＼  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．OJ   0  0  0  0  0  0  0   

要支援2  †l．鍋  ‖．鍋  1l．9％  ‖．粥  11．鏑  11．9％  l】9   5    8    10  
要介護1  23．鍋  23．8㌔  23．8％  23．8％  23．的  23．8％  23．8   8  9    10  
要介護2  00＼  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  00＼  0  0  0  0  0  0  0   
要介護3  0．0％  0．0％  0．0％  0．0＼  0．0％  0．0％  0．0   0  0  0  0  0  0  0   
要介護4  0．0％  0．0％  0．0％  0－0％  00＼  0．0％  0．0   0  

要介護5  0．0％  D．的  0．0％  0．0％  00＼  0．0＼  0，0  0   

訪問リハ   計   2  

0．0％  0．0＼  0．0％  00＼  0．0％  0．0％  0．0％   
要支援2  1．5％  十5＼  1．5％  1，5％  1．5％  1．5％  1．5ノ   
要介護1  3．2％  3．2～  3．2％  3：＼  3．2％  3．2％  3．2   
要介護2  α0‰  0．0ち  0．0％  0．0％  0．0％  0．0も  0．0ノ   0  0  0  0  0  0  0   
要介護3  0．0，－  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  00％  0．0％  0  0  0  0  0  0  0   
要介護4  0．0％  0．0％  0．0％  0，0％  00＼  0．0†i  0．0′   0  0  0  0  0  0  0   

0  0  0  0  0  0  0   
0  0  0  0  0  0  0   

要介護4  0．0％  0．0％  00†○  00％  0．0％  0．0ヽ  0．0   0  

要介護5  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0％  0．0  0   

居宅療養   計  2      3  
管理指導 婁支援ト2  0  

2  2      3  J   

（注†）（†）に人力する短期ワークシートの発生率は居宅サービス利用者数に対する率であるが、  
ここでは、要介護（支援）認定者動から施設・居住系サービス利用者数を控除した、居宅   
サービス利用対象者数に乗じているので、大きめの数値となっている可能性がある。   
（安全サイド）  

居宅サービス利用者数と居宅サービス利用対象者敷が大きく禾離している場合には。   
発生率を少し小さめに修正する等の検討が必要となる。   

（注2）医療保険については、医科の在宅医療の発生率を初期値として入力している。   
基礎データは、平成17年の社会医療診療行為別調査（厚生労働省）の特別集計及び同年の   
国勢調査から作成したもの。  

これ以外に、訪問看護のうち前月以前の指示に基づき行われるもの等があり得る。地   
域の実情に応じて基礎数値を置き換えたり、修正することも考えられる。   

（注3）まとめにおける、L‡）＋②、t‡Jの合計欄は、各サービス利用者数を単純に合計したもの。   
実際には、各サービス利用者は相当程度重機していると考えられるので、かなり大きめ  
の数値となっていることに留意が必要。  

（2）医療保険の在宅医療的なもの・・・ここでは医科∴在宅医療を推計  

85－   69ち  6．9ち  6．9㌔  6 gヽ   6．91  69＼   6．9  9   
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